
	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 

特定非営利活動法人特定非営利活動法人	
 	
 バングラデシュと手をつなぐバングラデシュと手をつなぐ会会   
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   特定非営利活動法人   バングラデシュと手をつなぐ会  

   福岡市早良区西新５－４－２０  

   TEL＆FAX：０９２－８４４－１３６９  

   ホームページ：http://bangla.npgo.jp  

※「ミロン」は一つになる、手をつなぐという意味のベンガル語です  

看護学校建設に向けた地鎮祭に参加するため、５名のメンバーが現地を訪れました	
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現	
 地	
 で	
 の	
 活	
 動	
 

国	
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ･ションスタ」に毎年活動資金を提供し、	
 

相互のパートナーシップのもとに現地活動を支援しています。	
 

現地で「ションダニ・ションスタ」は、主に次のような活動をしています。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 

	
 

① ジャパニ小学校の建設とその後の運営支援～“みんなのための教育”を！	
 

② 貧しくて学校へ行けない子どものために奨学金制度の実施	
 

③ 就学に必要な費用を得るための支援として仔牛の奨学金プロジェクトの実施	
 
④ ションダニ・スクール（小・中・高校）の建設・運営～“質のよい教育”を！	
 

教	
 育	
 

	
 

① 妊婦健診や出産、産後のフォロー、一般診療を行うションダニ病院の建設・運営	
 

② カラムディ村内の家々にソーシャルワーカーが赴き巡回健診	
 

③ カラムディ村周辺の地域にも拠点を置き定期的に出張診療（サテライト･クリニック）	
 

④ 医療設備の充実、緊急患者対応のための救急車の配備	
 

	
 

保健医療	
 

	
 

① 生活に必要な収入が得られるよう支援する肉牛貸し出しプロジェクト	
 

② 村の女性を対象に、足踏みミシンの職業訓練	
 

	
 

生活向上	
 

① 総会（毎年５月）、理事会（毎月２回）による活動方針の決定、および事務局による運営	
 

② 会報誌『ミロン』を年４回発行	
 

③ 現地訪問・スタディーツアーの実施、報告会開催、報告書作成	
 
④ 学習会、バングラ料理教室、チャリティコンサート、チャリティバザーの開催	
 

⑤ 出張講師や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介などを行う	
 

	
 

	
 ◆	
 アジアの子どもたちの未来のために	
 ◆	
 

皆様方のご理解とご協力、いつもありがとうございます。	
 

バングラデシュと手をつなぐ会	
 
バングラデシュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、	
 

現地の村人による開発のための委員会「ションダニ・ションスタ」と協力して	
 

《教育》	
 《保健医療》	
 《生活向上》	
 の分野で協力活動を行っています。	
 

 

これら現地の活動は、関心を寄せてくださる多くの方々のご理解とご協力によって支えられています。	
 

そのような支援の輪をより広げるため、国内では次のような活動を行っています。	
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２０１２年度総会をステップに、看護学校建設へ	
 

	
 

	
 ５月１３日（日）の手をつなぐ会２０１２年度総会に皆さんの参加を呼びかけます。 
カラムディ村の母子保健センターは、今ではションダニ病院として地域ではなくてはならない存

在になっています。近くのガンニ市には、ションダニ学校が建ち、小学校、中学校、高校まで生

徒がそろい、地域でも有数の教育機関に育ちました。それらを運営する現地の NGOションダニ・
ションスタはこの地域のリーダー的ＮＧＯとして成長しています。 
	
 安全な出産、子供たちの成長、そして女性の地位向上は発足時からの私たちとションダニの願

いです。一歩ずつ前進はしていますが、まだまだ前途は遠い・・・ 
	
 看護学校建設の夢は、日本とバングラの共通のものです。バングラの人口１億６千万人に対し、

医師は５万人、看護師は２．５万人。日本では、１億２５００万人に対し、医師２０万人余り、

看護師・准看護師は１００万人を超えます。余りの差に、ただただ暗然とする思いです。 
	
 貧困や格差は、もっとも弱い人々にそのしわ寄せが行きます。女性、特に妊婦、子供たち、高

齢者などです。健康と教育は、人々を力強くするために役に立ちますが、それを守るためにも、

安全な出産、乳幼児の健やかな成長、そして女性の自立と地位向上は欠かせません。 
	
 今年の総会には、佐久総合病院の色平哲郎先生をお呼びすることにしました。色平先生は、若

いころに世界を放浪、その後京大医学部卒業。長野県の佐久総合病院で学び、僻地医療、地域医

療そして国際医療保健の分野で大活躍の方です。以前から一度お呼びしお話を聞きたかったので

すが、ようやく夢がかないます。バングラデシュ出身で、現在ＷＨＯ（世界保健機構）西太平洋

事務所（フィリピンマニラ）の、スマナ・バルア医師と

も親しく、今回は幅の広い、深い話が聞けるのが楽しみ

です。 
	
 ３月２５日（日）の「さわら地域チャリティバザー」、

４月１５日（日）の「バイシャキメラ２０１２」（バング

ラデシュとネパールのお正月を祝う祭り）、４月２２日

（日）の「看護学校建設プロジェクト発起会」、そして５

月１３日（日）の「総会及び講演会」をみんなで盛り上

げ、看護学校建設に力を合わせて前進しましょう。 
（バングラデシュと手をつなぐ会	
 代表	
 二ノ坂保喜）	
 

ミロン１２９号	
 	
 ～目次～	
 ページ	
 

代表あいさつ、目次	
 １	
 

	
 １.	
 特集	
 看護学校建設プロジェクト始動！	
 ２-３	
 

	
 ２．カラムディ村だより	
 International	
 Mother	
 Language	
 Day	
 ４	
 

	
 ３．助成金の報告	
 ５	
 

	
 ４．活動報告	
 	
 	
 	
 	
 	
 ６	
 

	
 ５．イベントのお知らせ	
 ７-８	
 

	
 ６．事務局からのお知らせ	
 会計報告、これからの行事予定、事務所便り	
 ９	
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２０１０年２月、 

私たちの活動の中長期計画を検討する為に

行われた宿泊研修会で、私たちの 20 年にわ
たる活動の中で起こった課題を元に、一つの

提案がなされました。これまでの地域に根ざ

した医療活動、そして高い水準の学校教育の

経験をもとに、医療従事者を育てる学校を作

るという提案です。 
・医師・看護師が村の病院に定着しない 
・現地スタッフの医療技術の停滞 
・医療保険などのない現地では医療サービス

の提供は経済的に不採算になる 
・教育を受けた女性の働く場がない 
といった様々な問題の解決の方法として提案

されたものです。この提案について、その後

の会議や、現地訪問で現地と話し合いをした

り、バングラデシュ国内で看護学校の視察を

行ったりなど、様々な調査と検討が行われま

した。	
 

調査の結果、	
 

これまでに、以下のことが分かりました。	
 

・バングラデシュには看護師を養成する学校

が少なく、日本と比べて７０分の１しか看護

師がいないこと	
 

・ションダニ・ションスタのあるメヘルプー

ル県には看護学校が存在しないこと	
 

・教育を受けた医療従事者は、収入確保のた

めに都市部に集中していること	
 

・バングラデシュ政府は今後看護師の数を増

やす取り組みをしていく予定であること	
 

・女性の働く場として、看護師や医療従事者

は人気が高いこと	
 	
 

	
 

これらの結果、看護学校を中心とした、医

療技術を学ぶ為の学校作りを、手をつなぐ会

とションダニ・ションスタの中心的なプロジ

ェクトと位置づけ、取り組みが始まりました。 

看護学校建設プロジェクト、始動！	
 
２年間の調査・検討期間を経て、この春、看護学校建設プロジェクトが正式に動き出

します。どんな学校を目指すのか、これからの予定など、プロジェクトのあらましを

ご紹介します。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （プロジェクト広報	
 小畑）	
 

（ボロブプール病院で未熟児のケアをする看護師）	
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どんな学校になるか？	
 

政府の基準に基づき、ひと学年に看護師２

５名、メディカルアシスタント５０名を養成

する医療専門学校を計画しています。メディ

カルアシスタントとは、医師の補助資格で、

慢性的な病気の治療や、医師のいない地方の

医療を担っている専門職です。政府の基準で

はひとつの看護学校で養成できる人数が限ら

れており、設備や人件費などを考えると小規

模の学校では採算が取れないため、看護師だ

けでなく、メディカルアシスタントの養成も

行うことになりました。	
 

	
 

私たちが取り組んできた「Community	
 Based	
 

Hospital（地域に根ざした病院＝地域医療）」

を教育に取り入れ、農村部や地方の村での医

療の実践を学ぶ事を特徴にしています。	
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どこにつくるのか？	
 

	
 カラムディ村では、交通やインフラ整備の

問題があるため、近くのガンニ市にあるショ

ンダニ・スクールの敷地内に建設を予定して

います。一般教養の授業をションダニ・スク

ールの先生達が担当する予定です。	
 

 

今後の予定は？  

	
 ２月２３日に建設予定地で地鎮祭が行わ

れ、日本からも５名が参加しました。詳しく

は次号でご報告の予定です。 
 
	
 現在、現地では設計の最終段階に入ってい

ます。３階建てで建設のうえ開校し、学校の

規模の拡大とともに増築する予定です。左の

設計図のように、最終的には５階建てを目指

しています。 
 
	
 日本側では、プロジェクトチームが結成さ

れ、資料作りや広報活動を開始しました。 
４月２２日（日）１１時から、にのさかクリ

ニックにおいて「看護学校建設プロジェクト	
 

発起会」が行われます。そこでプロジェクト

についての具体的な計画をお話する予定で

す。当会にとってもかつてない大きなプロジ

ェクトとなります。多くの皆様のご意見・ご

賛同をお願いいたします。  
 

下：地鎮祭でレンガを埋める 
セレモニーが行なわれた 

左：看護学校建設予定地 
右奥に見える建物が、 
現在のションダニ・スクール 
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International  Mother  Language  Day  
〜  自分の民族の言葉で話すということ  〜

ラフマンです。看護学校建設にむけた地鎮

祭に向かうため、現在ダッカからカラムディ

村に移動しています。	
 

	
 今日は２月２１日、International	
 Mother	
 

Language	
 Day という祝日です。朝ダッカ市内

では、この記念日に敬意を表すために裸足で

歩く人、手にバングラデシュの国旗や花を持

って歩く人が多く見られました。おそらく、

先にカラムディ村に入っている現地訪問の参

加者たちも、村で行進に参加している事と思

います。今日は、バングラデシュ独立の契機

となった出来事が起こった大切な日なのです。	
 

	
 １９５２年、バングラデシュがまだパキス

タンの一部だった頃の出来事です。政治的主

導をとっていた西パキスタンが国家方針とし

てウルドゥ語のみをパキスタン全土の公用語

にしようとしました。自分の民族の言葉を守

るため、ベンガル人は抗議運動を始めました。

そして２月２１日ダッカ市内の学生デモで、

４名の命が犠牲になりました。この事件を契

機に、抗議運動はバングラデシュ独立運動に

発展し、全国に広がりました。そして長い年

月と犠牲のもとに、１９７１年バングラデシ

ュは独立しました。	
 

２月２１日は犠牲者の日として、バングラ

デシュ全土で、また海外でもみんなで祝って

います。福岡でも２月２５日に行事が行なわ

れました。『自分の民族の言葉で話すという

こと。』	
 それを守ろうとした彼らの犠牲が

あって、バングラデシュは独立し、私たちは

今生きているのです。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

牟田です。カラムディ村に来ています。今

朝は７時半から、３０名ほどが集合し、国旗

掲揚と１分間の黙祷がありました。独立を闘

った人たちへ尊敬と祈りを捧げます。数名は

裸足のままで、ションダニ病院前から

「National	
 Language	
 Day」の横断幕を掲げ、

村の道を行進しました。するといずこともな

く、子どもや学生、大人たちがぼくらの集団

に入り、「February（２月）！」とシュプレ

ヒコールをあげるのです。どういう意味？と

尋ねると、１９５２年ダッカ大学から始まっ

た独立運動を忘れるなという意味と。	
 

	
 言葉は文化、そしてアイデンティティその

もの。犠牲になった方が、今のバングラデシ

ュの姿を見ることが出来たら、この行進を見

たら、さぞ感激されるでしょうね。	
 

右：バングラデシュの各地に、言語記念塔	
 

（ショヒット・ミナール）があり、この日は多く	
 

	
 の人が献花に訪れる。	
 

http://www.internationalmotherlanguageday.com より写真抜粋。	
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今井記念海外協力基金	
 最終報告	
 

	
 ションダニ・スクールの衛生環境の整

備のために、今井記念海外協力基金より、

９９万円の助成を受けた。この度、ショ

ンダニ・スクール中・高校舎（３階建て）

３箇所に男子トイレ２箇所、女子トイレ

１箇所の設置と、排水設備の設置を行な

った。トイレの入り口には、今井記念海

外協力基金からの助成を示すプレート

が設置されている。これにより、屋外の

離れた場所にある仮設トイレまで移動

することなく安全が確保された。また手

洗いや歯磨きなど衛生教育も行なわれ

ている。今後、生徒が自発的にトイレを掃除し、清潔に保てるための教育を継続して

いく。今井記念海外協力基金へ以上の最終報告を行なった。	
 

	
 

財団法人日本国際協力財団の助成	
 二次審査通過	
 

「子牛貸出制度による農村地域住民の貧困削減」（二年目）	
 

	
 

平成２３年度に財団法人日本国際協

力財団から「子牛貸出制度による農村

地域住民の貧困削減」プロジェクトに

対して９２万円の助成を受けました。 
当初２０頭の子牛を購入する予定だ

ったところ、２２頭の子牛が購入でき、

２２家庭に配布しました。引き続き平

成２４年度も９２万円の助成金を申請

し、一次審査通過後１月３０日に東京

の事務所で面談がありました。副代表

ラフマンと会員牟田さんが出席。昨年

度のプロジェクトについて、簡単な説

明と次年度のプロジェクトの目標などについて説明を求められました。面接員達は昨年と同じ顔

ぶれだったので、とても和やかな雰囲気の中で約３０分の面談が行われました。二月末に財団か

ら通知があり、本プロジェクトは２次審査を通過したとの報告が届きました。財団の定例理事会

でプロジェクトの合否が正式に決まり、決定されるとのことでした。 
二月半ばから１０日間の日程で、当会の５名のメンバーは現地カラムディ村を訪問し、このプ

ロジェクトのその後について、ションダニ・ションスタの担当者から報告を受けました。また実

際に子牛の貸出先の家々を訪ね、子牛の実態を視察しました。報告によると、すべての子牛は順

調に育ち、飼い主たちも次の世代の子牛が生まれることを、首を長くして待っているようです。 
（副代表	
 ラフマン・モクレスール） 
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１月２９日（日）バングラデシュ料理教室  
あいれふ８階（福岡市婦人会館）でバングラデシュ料

理教室を行ないました。	
 

	
 学生さんから料理上手のおば様方まで、様々な世代の

方３０名ほどに参加していただきました。	
 

作ったのはチキンカレー、ピアジュ、スープです。

ピアジュとはペーストした豆と玉ねぎを混ぜ、揚げた

ものです。食後にはバングラデシュの紅茶を使ったチ

ャイもありました。	
 

	
 参加者から「おいしかった」「家でも作ってみたい」	
 

等の感想が聞かれました。（ボラタン	
 福野）	
 

	
 

	
 

	
 ○	
 皆さんと楽しく調理が出来てそのうえバングラデシュの事も勉強する事ができて	
 

	
 	
 	
 有意義な一日でした。またぜひ参加させて頂きたいと思います。	
 

	
 ○	
 気付いた点として、スタート時点でスタッフ(会)の皆さんの自己紹介があるとよい。	
 

	
 ○	
 料理もめっちゃおいしかったし、沢山の人とお話できたのも楽しかったし、	
 

	
 	
 	
 本当に参加してよかった！！また機会があれば絶対に参加します。	
 

	
 ○	
 初めての参加だったのですが、本当に楽しかったです。	
 

バングラデシュに行ってみたいと思いました！！	
 

	
 ○	
 油やにんにくの量が多かったので少しびっくりしました。	
 

	
 ○	
 （現地へ行った）２０年前の味を懐かしく思い出しながら頂きました。	
 

	
 ○	
 世界の人々のこともゆっくり考えていきたいと思いました。	
 

	
 

２月１５日（木）近畿大学付属福岡高等学校看護科を訪問	
 

ラフマン副代表と会員の牟田が、近畿大学付属福岡高等学校を訪問しました。目的は当会の紹

介と、看護学校建設プロジェクトに関する協力要請の為です。ただ支援金を出すだけでなく、学

生や教員と交流を行なったり、スタディーツアーに参加してもらうなど、積極的な機会を作って

いくことになりました。学生にとっても、貧困とは？看護や医療とは何か？といった、原点を知

る事の出来るよい機会になることだろうという話になりました。	
 	
 	
 	
 	
 （会員	
 牟田）	
 

	
 

３月５日（月）	
 

城南中にて人権講話授業	
 

福岡市立城南中学校にて人権講話の講師とし

て、講演を行いました。１年生２８０名を対象

に人権問題として国際協力について、特に人間

の尊厳に関わる教育と医療についてバングラデ

シュでの取り組みをもとにその支援の必要性に

ついて理解を促しました。 
	
 	
 	
 	
 	
 （理事	
 矢野孝明） 

アンケートより  
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３月２５日（日）さわら地域チャリティーバザー  
	
 皆様からご提供いただいた物品や、協力団体さんに

よる軽食や小物の販売をします。売上は、東日本大震

災で被災された方とバングラデシュへ全額寄付致しま

す。あわせて、バザー品のご提供と実行委員の募集も

行っております。ご連絡は、にのさかクリニック（電

話	
 ０９２－８７２－１１３６）までお願いいたしま

す。 
日	
 時	
 	
 	
 	
 ２０１２年３月２５日（日） 

	
 １３：００～１５：００ 
※雨天の場合は、５月２０日（日） 

会	
 場	
 	
 	
 	
 にのさかクリニック駐車場（福岡市早良区野芥４－１９－３４） 
主	
 催	
 	
 	
 	
 さわら地域チャリティイベント実行委員会 

（共催：バングラデシュと手をつなぐ会） 
協力団体	
 	
 	
 丸福運送・サワラスイミングスクール・社会福祉法人至情会「碧園」・中村造園・ 

地域生活ケアセンター「小さなたね」・社会福祉法人共栄福祉会「板屋学園」・ 
地域教育センター「アート種プロジェクト」・宅老所「たのしか荘」・ 
在宅ホスピスボランティアの会「手と手」・井口造園・ 
特定非営利活動法人「市民ホスピス・福岡」・ハートフルさわら・ 
社会福祉法人「さるびあ会」・さわやかテラス・バングラデシュ文化協会・一歩会・ 
介護付有料老人ホーム「はぴね」福岡野芥・かも川薬局野芥店 

 

４月１５日（日）バイシャキメラ２０１２  
福岡のど真ん中でバングラ体験！今年も天神中央

公園で「バイシャキメラ２０１２（バングラデシュ

とネパールのお正月を祝う祭り）」を開催します。ネ

パール暦でも同じ時期がお正月のため、今年は福岡

在住のネパール人の方々も加わって、盛大に開催す

る予定です。ボランティアとしてご協力いただける

方も大募集中です！	
 

	
 日	
 時	
 	
 	
 	
 ２０１２年４月１５（日）	
 

１０：３０～１６：００	
 

	
 会	
 場	
 	
 	
 	
 天神中央公園（県庁跡地）	
 

	
 福岡市中央区天神１丁目１－１	
 

	
 内	
 容	
 	
 	
 	
 	
 バングラデシュとネパールの歌や踊りのステージ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 伝統手工芸品（民族衣装やアクセサリー）の展示や販売	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 観光情報	
 民族衣装でのパレード	
 エスニックな食べ物の屋台	
 

	
 主	
 催	
 	
 	
 	
 バイシャキメラ実行委員会（後援：バングラデシュと手をつなぐ会）	
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４月２２日（日）看護学校建設プロジェクト発起会  
	
 看護学校建設プロジェクトの正式発足に伴い、看護学校建設プロジェクトに関する具体的なプ

レゼンテーションと意見交換を行ないます。当日はランチをとりながらのフランクなミーティン

グとなる予定です。どうぞお気軽にご参加下さい。	
 

日	
 時	
 	
 	
 	
 ２０１２年４月２２日（日） 
	
 １１：００～１３：３０ 

会	
 場	
 	
 	
 	
 にのさかクリニック	
 ２階ホール（福岡市早良区野芥４－１９－３４） 
会	
 費	
 	
 	
 	
 ５００円（昼食代として） 

	
 

５月１３日（日）定期総会・講演会  
一年間の総まとめと、今後の活動について話し合います。現地では、看護学校建設への熱気が

高まっています。私たちはそれにどう応えていくか、語り合いましょう。また、日本の地域医療

の第一人者でもあり、国際保健医療の分野でも名高い、佐久総合病院（長野県）の色平哲郎先生

をお招きし、医療を通した国際協力活動についてのご講演をいただきます。皆様のご参加をお待

ちしています。 
	
 日	
 時	
 	
 	
 	
 	
 ２０１２年５月１３日（日）１０：００～１５：３０ 
	
 会	
 場	
 	
 	
 	
 	
 九州大学医学部	
 百年講堂	
 中ホール２ 
	
 会	
 費	
 	
 	
 	
 	
 ５００円 
	
 プログラム	
 	
 	
 第１部	
 １０:００～１２：００ 

	
 学習会「看護学校設立、私たちは何を目指すのか」（仮題） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １２：３０～１３：３０	
 定期総会  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第２部	
 １３：３０～１５：３０	
 講演会  

「	
 医療を通した国際保健協力活動	
 ～金持ちより心持ち～	
 」 
JA長野厚生連	
 佐久総合病院	
 色平哲郎先生 
	
 ※プログラムは変更される場合があります。 

	
 講演会講師のご紹介	
 

	
 	
 色平	
 哲郎（いろひら	
 てつろう）先生	
 

ＪＡ長野厚生連	
 佐久総合病院	
 地域医療部地域ケア科	
 内科医	
 

タイ・バングラデシュ・フィリピンに国際協力のフィールドをもつ	
 

外国人ＨＩＶ感染者・発症者への「医職住」の生活支援、帰国支援	
 

を行うＮＰＯ「佐久地域国際連帯市民の会（アイザック）」の事務局	
 

長を務め、１９９５年にタイ政府より表彰を受ける	
 

	
 

【御略歴】１９６０	
 横浜市生まれ	
 

１９７８	
 	
 東京大学理科一類入学	
 

	
 中退後世界を放浪	
 	
 

１９９０	
 京都大学卒業	
 内科医	
 

１９９６	
 長野県	
 南牧（みなみまき）村野辺山へき地診療所所長	
 

１９９８～１０年間、長野県	
 南相木（みなみあいき）村国保直営診療所所長	
 

２００８～現職	
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 会計報告  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （敬称略  ２月２９日現在） 

●新会員紹介	
 ・早田和治・河村富美子・井上俊孝	
 

●募金者	
 

・阿部千鶴・伊藤愛文・荻原輝久・永渕武子・菅美枝子・茂呂塾保育園・福島啓子・石川捷治	
 

・石川晶子・富田桂子・今給黎靖子・黒髪恵・高尾礼子・さるびあ会・山口裕司・金崎美穂	
 

・桂川王塚古墳館バングラデシュ写真展会場募金箱(27,801 円)	
 

・30 会チャリティ・シャナ・はぴね募金箱(17,000 円)	
 ・古木廣子・藤田瞳・加藤かおり	
 

・バングラデシュ料理教室イベント収益金(19,205 円)	
 

●旅費カンパ	
 

・河村富美子・木村あずさ・牟田壽・杉園順代・ラフマン	
 

	
 

	
 

	
 

 

	
 	
 	
 これからの行事予定  

３月２５日（日）13:00～	
 さわら地域チャリティバザー	
 にのさかクリニック	
 

４月	
 ５日（木）19:00～	
 理事会	
 西新事務所	
 

４月１５日（日）10:30～	
 

バイシャキメラ２０１２	
 

（バングラデシュとネパールの	
 

お正月を祝う祭り）	
 

天神中央公園	
 

４月１９日（木）19:00～	
 理事会	
 西新事務所	
 

４月２２日（日）11:00〜	
 

看護学校建設プロジェクト	
 

発起会	
 
にのさかクリニック	
 

５月１３日（日）10:00〜	
 ２０１１年度	
 総会・講演会	
 
九州大学医学部	
 

	
 百年講堂中ホール２	
 

	
 ５月１０日（木）19:00～	
 	
 理事会	
 	
 西新事務所	
 

	
 ５月２４日（木）19:00～	
 	
 理事会	
 	
 西新事務所	
 

	
 ６月１４日（木）19:00～	
 	
 理事会	
 	
 西新事務所	
 

	
 ６月２８日（木）19:00～	
 	
 理事会	
 	
 西新事務所	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 事務所便り   
冬の寒さも峠を越し、暖かな日和が続くようになりました。多くの人々から支えていただき、	
 

いつも感謝しております。「私にしかできないこと！」を目標に私も日々勉強しておりますが、	
 

少しでも余裕をもち一つ一つの作業を楽しくやりのけていきたいと思います。	
 

（事務局：佐藤）	
 

予定は変更になることがあります	
 
詳しくは西新事務所までお問い合わせください	
 

	
 

いつもご支援頂きまして、ありがとうございます。３月に「さわら地域チャリティバザー」、４

月「バイシャキメラ２０１２」、５月に「総会・講演会」とイベントが続きます。ぜひご参加く

ださい！	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （事務局：佐藤）	
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